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平
成
20
年
度
喜
界
町
決
算
報
告

第
47
回
町
民
体
育
祭

シ
マ
の
話
題
そ
の
１
（
豊
島
代
子
さ
ん
全
国
で
も
快
挙　

他
）

連
載　

フ
リ
ム
ン
徳
さ
ん
ア
メ
リ
カ
通
信

シ
マ
の
話
題
そ
の
２
（
24
年
生
還
暦
大
会　

他
）

連
載　

シ
マ
の
入
り
江
と
潮
だ
ま
り
（
阿
伝
編
）

喜
界
歌
壇
・
戸
籍
の
窓

島
に
咲
く
花

　先月行われたプロ野球新人選択会議（ドラフト会

議）で、第一工大の美沢将（みさわ･まさる）選手が

埼玉西武ライオンズから２位指名された。喜高から

は２人目のプロ野球選手が誕生する。

　練習試合の相手はもちろん、野球の施設などは決

して恵まれているとはいえない喜界島。環境は整備

されていなくても、プロをも育てる“心の環境”が

島にあふれているのか。何よりも美沢選手の努力の

成果だが、喜高野球部の久保正樹監督による育成手

腕の確かさも忘れてはならない。

　美沢選手の快挙を、シマッチュたちは自分のこと

のように喜んでいる。
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おめでとう 美沢君！！
 （上嘉鉄出身、喜界高校卒）

写真：南海日日新聞社提供

 表紙説明

町民に元気　子どもらに夢
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平
成
20
年
度
喜
界
町
歳
入
歳
出
決
算

　

町
議
会
平
成
21
年
第
３
回
定
例
会
（
９
月
議
会
）
最

終
本
会
議
が
９
月
25
日
開
催
さ
れ
、
平
成
20
年
度
の
町
一

般
会
計
及
び
特
別
会
計
の
決
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
本
町
は
厳
し
い
財
政
事
情
の
な
か
、
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
う
え
で
必
要
か
つ
持
続
的
な
行
財
政
改
革
に

取
り
組
み
、
補
助
金
や
人
件
費
を
見
直
し
な
が
ら
事
務

事
業
の
改
善
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
実
質
収

支
は
一
般
会
計
で
約
９
８
３
５
万
円
の
黒
字
と
な
り
、
約

２
千
６
百
万
円
を
21
年
度
へ
繰
り
越
し
、
約
７
千
８
百
万

円
を
基
金
へ
積
み
立
て
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
、
平
成
20
年
度
の
決
算
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

（
一
般
会
計
及
び
特
別
会
計
）

平成20年度歳入歳出決算額

依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況

も
実
質
公
債
費
比
率
は
安
定

財政健全化判断比率など

内 　 訳 収 入 済 額 支 出 済 額 差 引 残 額
決 算 総 額 10,082,197 9,881,445 200,752 
一 般 会 計 6,084,581 5,922,655 161,926 
特 別 会 計 3,997,616 3,958,790 38,826 

国民健康保険（事業勘定） 1,233,260 1,231,620 1,640 
国民健康保険（直診勘定） 112,845 112,845 0 

老人保健事業 163,642 162,218 1,424 
介護保険事業 848,587 821,695 26,892 

後期高齢者医療事業 87,310 85,936 1,374 
老人福祉施設事業 422,724 422,724 0 

屠畜場事業 1,785 1,785 0 
簡易水道事業 560,128 553,380 6,748 

農業集落排水事業 87,014 87,014 0 
公共下水道事業 480,321 479,573 748 

（単位：千円）

　

平
成
20
年
度
の
歳
入
総
額
は
、
一

般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た

連
結
額
が
、
ほ
ぼ
昨
年
度
と
横
ば

い
の
約
１
０
０
億
８
２
１
９
万
円

と
な
っ
た
。
一
方
、
歳
出
総
額
は
約

98
億
８
１
４
４
万
円
と
な
り
、
対
前

年
比
で
約
２
千
万
円
弱
の
減
と
な
っ

た
。

年度 実質赤字比率 連結実質
赤字比率

実質公債費
比率 将来負担比率

19 － － 11.80 101.80 
20 － － 11.70 103.90 

早期健全化基準 15.00 20.00 25.00 350.00 
財政再生基準 20.00 40.00 35.00 

（単位：％）■喜界町財政健全化判断比率

健全化判断指標 実質赤字
比率

連結実質 
赤字比率

実質公債費
比率

将来負担
比率市町村名

喜 界 町 － － 11.7 103.9
奄 美 市 － － 17.4 131.9
龍 郷 町 － － 14.6 86.7
大 和 村 － － 20.6 118.9
宇 検 村 － － 21.0 109.6
瀬 戸 内 町 － 14.24 19.5 162.4
徳 之 島 町 － － 18.6 129.9
天 城 町 － － 17.8 186.2
伊 仙 町 － 0.47 15.4 163.8
和 泊 町 － － 16.5 148.2
知 名 町 － － 20.6 184.3
与 論 町 － － 16.0 107.6

※実質公債費比率が 18％を超えると地方債の発行（借金）には県の許可が必要となる。 
　25％を超えると地方債の発行が制限され、財政健全化計画を定めなければならない。

（単位：％）■ 20 年度財政健全化判断比率（近隣市町村別）

年度 財政力指数 実質収支
比率

経常収支
比率 公債費比率 起債制限

比率
14 0.16 2.2 89.4 14.0 11.3 
15 0.16 1.9 88.9 14.7 10.9 
16 0.16 0.7 89.0 12.4 10.1
17 0.17 2.8 89.5 12.2 10.3
18 0.18 3.0 86.5 11.2 9.2
19 0.18 3.5 86.7 9.9 8.6
20 0.18 3.9 90.7 8.8 7.7

標準値 １に近いほど
良い

３～５％
程度が望ましい

70 ～ 80％
程度が標準的

15％以上注意 
20％以上危険

15％以上
注意

（決算統計より・単位：％）■各財政指数 　

一
般
会
計
で
み
る
と
、
歳
入

総
額
は
約
４
億
５
千
万
円
増
の

55
億
２
９
１
３
万
１
千
円
と
な
り
、

町
税
は
微
増
の
５
億
４
９
５
０
万
円

で
、決
算
に
占
め
る
割
合
は
９
・
03
％
、

徴
収
率
は
93
・
０
％
で
あ
っ
た
。
歳

出
総
額
は
、
59
億
２
２
６
５
万
円
と

な
り
、
約
５
億
５
８
７
１
万
円
の
増

額
と
な
っ
た
（
町
営
住
宅
（
石
原
外

科
跡
地
）
の
新
築
工
事
や
志
戸
桶
港

災
害
復
旧
工
事
前
年
度
繰
越
分
な
ど
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一般会計の収支状況（決算書より）
（単位：千円）

年度 H １９ H ２０区分

歳入総額 Ａ 5,529,131 6,084,581

歳出総額 Ｂ 5,363,944 5,922,655

形式収支額（Ａ－Ｂ） Ｃ 165,187 161,926

翌年度への繰越 Ｄ 49,476 25,924

実質収支（Ｃ－Ｄ） Ｅ ① 115,711 ② 136,002

単年度収支②－① Ｆ 11,962 20,291

積立金 Ｇ 18,537 78,064

繰上償還金 Ｈ 0 0

積立金取崩し額 Ｉ 0 0

実質単年度収支（Ｆ＋Ｇ＋Ｈ－Ｉ） 30,499 98,355

平成20年度歳入決算額

平成20年度歳出決算額

歳入決算額

歳出決算額

◆平成 20 年度末地方債（借金）残高
　 　20 年度は新たに 6 億 2411 万円を借り入れ、7 億

8358 万円を返済した。
　　起債残高は 74 億 0124 万 2 千円。

◆平成 20 年度末基金（積立）残高
　 　20 年度は 1 億 4181 万円を積立て、基金残高は

15 億 7648 万円 3 千円となった。
 ( 一般会計決算書より )

に
よ
る
）。

　

翌
年
へ
の
繰
越
金
や
基
金
へ
積
立

金
を
差
し
引
い
た
実
質
単
年
度
収
支

額
は
、
約
９
８
３
５
万
円
の
黒
字
と

な
っ
た
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
も
含
め
た
借
金

返
済
額
の
割
合
を
示
す
実
質
公
債
比

率
は
11
・
７
％
と
な
り
、
対
前
年
比

で
０
・
１
ポ
イ
ン
ト
改
善
さ
れ
た
。

　

県
内
、
特
に
郡
内
の
他
市
町
村
と

比
べ
て
も
安
定
的
な
財
政
運
営
状
況

に
あ
る
が
、
自
主
的
運
営
と
突
発
的

支
出
へ
柔
軟
に
対
応
で
き
る
た
め
、

一
層
の
財
政
健
全
化
の
取
り
組
み
が

必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

◎
主
な
財
政
用
語

◆
実
質
公
債
費
比
率

　

自
治
体
収
入
に
対
す
る
借
金
返
済

額
の
比
率
を
示
す
。
子
会
社
や
関
連

企
業
の
決
算
も
含
め
る
企
業
の
連
結

決
算
の
よ
う
に
、
特
別
会
計
へ
の
繰

出
金
も
含
ま
れ
る
。
18
％
を
超
え
る

と
、
起
債
の
際
に
は
県
の
許
可
が
必

要
と
な
る
。

　

財
政
の
健
全
度
を
測
る
上
で
最
も

重
要
な
指
標
で
あ
る
。

◆
経
常
収
支
比
率

　

経
常
的
経
費
（
人
件
費
、
物
件
費
、

扶
助
費
、
公
債
費
、
補
助
費
な
ど
の

う
ち
臨
時
的
な
も
の
除
い
た
経
費
）

の
た
め
に
、
経
常
一
般
財
源
（
町
税
、

地
方
交
付
税
、
地
方
譲
与
税
の
使

途
が
特
定
さ
れ
な
い
も
の
）
が
ど
れ

だ
け
充
当
さ
れ
た
か
を
示
す
比
率
を

パ
ー
セ
ン
ト
で
表
し
た
も
の
で
、
比

率
が
低
い
ほ
ど
財
政
構
造
は
弾
力
性

が
あ
る
。

◆
町
債

　

町
が
財
源
不
足
を
補
う
た
め
長
期

に
わ
た
り
借
り
入
れ
る
借
入
金
（
一

般
家
庭
で
い
え
ば
家
、
自
動
車
、
教

育
ロ
ー
ン
な
ど
）。

◆
公
債
費

　

町
債
の
返
済
費
。

◆
繰
出
金

　

特
別
会
計
の
歳
入
不
足
の
た
め
一

般
会
計
か
ら
出
し
た
額
（
諸
支
出
金
）。

◆
将
来
負
担
比
率

　

収
入
に
対
し
、
将
来
に
わ
た
り
返

済
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
借
金
の
割

合
。
３
５
０
％
を
超
え
る
と
危
険
水

準
。

◆
実
質
収
支
比
率

　

標
準
財
政
規
模
に
対
す
る
実
質
収

支
額
の
割
合
で
示
さ
れ
る
。
実
質
収

支
が
黒
字
の
場
合
は
正
の
数
、
赤
字

の
場
合
は
負
の
数
で
表
さ
れ
る
。

◆
地
方
交
付
税

　

全
国
ど
の
自
治
体
に
住
ん
で
も
一

定
水
準
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

れ
る
よ
う
、
所
得
税
、
法
人
税
、
酒
税
、

消
費
税
、
た
ば
こ
税
と
い
っ
た
国
税

の
一
定
割
合
を
財
源
と
し
て
、
国
が

一
定
基
準
に
よ
り
町
に
交
付
す
る
も

の
で
あ
る
。
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第
47
回
町
民
体
育
祭

湾
が
上
嘉
鉄
と
の
息
詰
ま
る

   

デ
ッ
ド
ヒ
ー
ト
を
制
し
２
連
覇
!!　

第
47
回
町
民
体
育
祭
が
10
月
11
日
、

町
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
。

　

A
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
上
嘉
鉄
が
各
年
代

１
０
０
ｍ
走
で
思
う
よ
う
な
得
点
を
あ

げ
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
フ
ィ
ー
ル
ド
競

技
で
団
結
力
を
発
揮
す
る
な
ど
、
前
半

は
リ
ー
ド
を
保
つ
展
開
。

　

後
半
に
入
り
、
湾
が
各
年
代
中
距
離

走
で
得
点
を
伸
ば
し
逆
転
す
る
が
、
高

校
･
一
般
の
１
５
０
０
ｍ
走
で
上
嘉
鉄

が
再
逆
転
、
終
盤
ま
で
一
進
一
退
の
息

詰
ま
る
展
開
が
続
い
た
。

　

勝
負
は
最
終
競
技
の
混
成
リ
レ
ー
男

子
ま
で
も
つ
れ
た
が
、
湾
が
最
終
決
戦

を
制
し
、
そ
れ
ま
で
２
ポ
イ
ン
ト
差
を

付
け
ら
れ
て
い
た
上
嘉
鉄
に
、
逆
に
２

ポ
イ
ン
ト
差
を
付
け
て
の
再
々
逆
転
。

見
事
、
２
連
覇
を
達
成
し
た
。　

　

ま
た
、
B
ブ
ロ
ッ
ク
は
赤
連
･
池
治

が
優
勝
、
躍
進
賞
は
早
町
が
輝
い
た
。



�　Kikai Public Relations 2009.11

息詰まる接戦を制し湾が２連覇！！

応援合戦は上嘉鉄が優勝！！ ●めざせ！ホールインワン
1 位 上嘉鉄 21 打
2 位 小野津 23 打
3 位 荒木 23 打

●放とうボール
1 位 上嘉鉄 3 分 18 秒 7
2 位 湾 3 分 27 秒 2
3 位 赤連・池治 3 分 33 秒 7

●二人仲良く
1 位 上嘉鉄 36 秒 4
2 位 湾 40 秒 1
3 位 早町 46 秒 1

●玉入れ
1 位 早町 40 個
2 位 上嘉鉄   赤連・池治 32 個

●輪投げ
1 位 赤連・池治 1 分 17 秒 0
2 位 湾 1 分 17 秒 7
3 位 早町 1 分 40 秒 9

●運俵リレー
1 位 早町 38 秒 9
2 位 湾 C 42 秒 1
3 位 志佐 42 秒 7

●綱引き
1 位 湾
2 位 上嘉鉄
3 位 荒木  赤連・池治

●ナイス ! ストライク
1 位 湾 1 分 16 秒 0
2 位 赤連・池治 1 分 43 秒 6
3 位 志佐 1 分 44 秒 0

●安全運転
1 位 上嘉鉄 1 分 32 秒 1
2 位 湾 1 分 46 秒 9
3 位 赤連・池治 2 分 06 秒 5

●むかで競走
1 位 上嘉鉄 1 分 21 秒 6
2 位 湾 1 分 25 秒 3
3 位 赤連・池治 1 分 34 秒 9

団体競技及びフィールド競技記録
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● 100㍍走小学男子
1 位 岩崎　大雅 荒木 13 秒 10
2 位 黒田　祥平 湾 14 秒 03
3 位 萩原　望夢 早町 14 秒 04

● 100㍍走小学女子
1 位 廣　美奈代 上嘉鉄 15 秒 1
2 位 山元ゆなの 湾 C 15 秒 3
3 位 賀　ももか 赤連・池治 15 秒 6

● 100㍍走中学男子
1 位 三浦　大輝 赤連・池治 12 秒 4
2 位 長島　翔 湾 12 秒 5
3 位 岩　　大祐 上嘉鉄 12 秒 6

● 100㍍走中学女子
1 位 濱川　幸美 上嘉鉄 14 秒 2
2 位 岡本　さら 荒木 14 秒 8
3 位 美代さつき 湾 14 秒 9

● 100㍍走高校男子
1 位 朝原　裕毅 坂嶺 11 秒 7
2 位 富　裕太郎 湾 11 秒 8
3 位 友岡　芳成 上嘉鉄 12 秒 0

● 100㍍走高校女子
1 位 松村　清来 赤連・池治 14 秒 2
2 位 重村　星 湾 14 秒 4
3 位 三田美志保 志佐 14 秒 9

● 100㍍走 20 歳代男子
1 位 富田　健太 上嘉鉄 11 秒 9
2 位 竹下　昇 志佐 12 秒 2
3 位 峰山恵喜光 赤連・池治 12 秒 6

● 100㍍走 20 歳代女子
1 位 乾　　千尋 湾 14 秒 8
2 位 勝田　夏樹 小野津 15 秒 5
3 位 勝間　千明 赤連・池治 15 秒 6

● 100㍍走 30 歳代男子
1 位 小窪　祐樹 赤連・池治 12 秒 1
2 位 碇山　貴文 荒木 12 秒 4
3 位 吉田　圭志 阿伝 12 秒 6

● 100㍍走 30 歳代女子
1 位 廣瀬　信子 湾 15 秒 5
2 位 上島　仁美 早町 15 秒 6
3 位 佐久田百代 湾Ｃ 16 秒 4

● 100㍍走 40 歳代男子
1 位 向井　康治 志佐 12 秒 7
2 位 岡本　道也 湾 13 秒 0
3 位 高味修一郎 早町 13 秒 7

● 100㍍走 40 歳代女子
1 位 信岡　洋子 荒木 17 秒 0
2 位 中山　宏江 湾 17 秒 6
3 位 山口美和子 早町 17 秒 8

● 100㍍走 50 歳代男子
1 位 福原　安成 荒木 14 秒 0
2 位 肥後　剛 湾 14 秒 6
3 位 杉山　豊 赤連・池治 15 秒 4

● 400㍍リレー小学男子
1 位 荒木 1 分 04 秒 8
2 位 湾 1 分 05 秒 5
3 位 志佐 1 分 06 秒 5

● 400㍍リレー小学女子
1 位 赤連・池治 1 分 08 秒 7
2 位 湾 C 1 分 09 秒 9
3 位 志佐 1 分 09 秒 7

● 800㍍リレー中学男子
1 位 湾 1 分 51 秒 5
2 位 湾Ｃ 1 分 52 秒 7
3 位 滝川 1 分 54 秒 6

● 400㍍リレー中学女子
1 位 上嘉鉄 　59 秒 4
2 位 湾 59 秒 9
3 位 赤連・池治 1 分 03 秒 8

● 600㍍リレー混成女子
1 位 上嘉鉄 1 分 36 秒 6
2 位 湾 1 分 36 秒 7
3 位 赤連・池治 1 分 37 秒 5

● 1500㍍走高校男子
1 位 石原　久弥 湾 4 分 38 秒 1
2 位 岩崎　雄 荒木 4 分 38 秒 3
3 位 廣　　和樹 上嘉鉄 4 分 41 秒 1

● 1500㍍走一般男子
1 位 山根　敦介 志佐 4 分 57 秒 1
2 位 前島　将太 上嘉鉄 4 分 58 秒 0
3 位 松田　健嗣 赤連・池治 5 分 05 秒 8

● 1500㍍走中学男子
1 位 三浦　大輝 赤連・池治 4 分 36 秒 7
2 位 久保　廉平 湾 4 分 53 秒 9
3 位 生島　常仁 上嘉鉄 4 分 55 秒 2

● 1000㍍リレー混成男子
1 位 湾 2 分 15 秒 5
2 位 赤連・池治 2 分 19 秒 2
3 位 志佐 2 分 19 秒 6

● 400㍍リレー高校女子
1 位 湾 1 分 01 秒 1
2 位 上嘉鉄   赤連・池治 1 分 02 秒 0

● 400㍍リレー青年女子
1 位 湾 1 分 01 秒 5
2 位 赤連・池治 1 分 07 秒 4
3 位 早町 坂嶺 1 分 07 秒 9

●応援合戦
1 位 上嘉鉄 120
2 位 荒木 113
3 位 湾 106

● 800㍍リレー高校男子
1 位 上嘉鉄 1 分 46 秒 2
2 位 湾 1 分 47 秒 7
3 位 湾Ｃ 1 分 48 秒 9

● 800㍍リレー青年男子
1 位 上嘉鉄 1 分 48 秒 3
2 位 湾 1 分 49 秒 0
3 位 赤連・池治 1 分 49 秒 7

第 46 回町民体育祭各種目記録

◆ 湾 = 湾　　湾Ｃ = 中里・川嶺・羽里・山田

●ソフトボール投げ青年女子
1 位 西岡　恵理 上嘉鉄 41.60m
2 位 生田　明美 湾Ｃ 39.85m
3 位 廣　由美子 上嘉鉄 39.38m
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知事へ受賞を報告した豊島さん（中央）

同連合正副会長と加藤町長（中央）

話 題シ マ の そ
の
１

かつての恩師らも応援に駆けつけた
（後列左から３人目が藤原君）

　

第
11
回
商
工
会
女
性

部
全
国
大
会
が
９
月
17

日
、
岩
手
県
盛
岡
市
で

開
催
さ
れ
た
。
併
せ
て

行
わ
れ
た
主
張
発
表
大

会
に
、
県
大
会
、
九
州

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
で
そ
れ

ぞ
れ
最
優
秀
賞
に
な
っ

た
豊
島
代
子
さ
ん
が
九

州
代
表
と
し
て
出
場
し
、

全
国
の
舞
台
で
も
最
優

秀
賞
に
輝
い
た
。

　

豊
島
さ
ん
は
、
皆
既

日
食
を
通
し
て
地
域
振

興
に
取
り
組
ん
だ
こ
と

に
つ
い
て
発
表
し
、
岩
手

県
の
名
刹･

中
尊
寺
金

色
堂
の
装
飾
に
使
わ
れ

る
夜
光
貝
（
ヤ
ク
ゲ
ー
）

に
触
れ
な
が
ら
、
島
の

歴
史
や
文
化
、
自
然
な

ど
も
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

豊
島
さ
ん
は
「
皆
既
日
食

を
と
お
し
て
の
＂人
と
人
の
つ

な
が
り
＂な
ど
、
持
て
な
し
の

心
が
評
価
さ
れ
た
の
で
は
。
と

に
か
く
喜
界
島
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
こ
と
が
で
き
、
満
足
し

安
心
し
て
い
る
。
こ
れ
も
女
性

部
を
始
め
と
す
る
会
員
の
仲

間
や
家
族
の
支
え
が
あ
っ
た
か

ら
。
決
し
て
一
人
で
は
で
き
な

か
っ
た
」
と
話
し
、「
こ
れ
か

商
工
会
女
性
部

全
国
大
会
主
張
発
表
会
で
最
優
秀
賞

豊島さん（湾、町商工会女性部長）全国でも快挙 !!

　第 22 回全日本小学生相撲優勝大会九州予選
会が９月 13 日、日置市吹上浜公園相撲場であり、
早町小６年の藤原龍太郎君が３位入賞した。
　藤原君は、いちき串木野市であった県大会で
は県下でも相撲王国と名高い瀬戸内、住用勢を
退けて優勝しており、今大会も九州各県代表の
強豪に連勝し、準決勝で優勝選手に敗れたもの
の、見事３位に食い込んだ。
　町相撲連盟の外内千里会長は「最近はよく稽
古ができており、顔付きが良くなってきた。倉
橋憲司君を始めとする指導者にも感謝。協会と
しても育てていきたい」と話した。
　大会を終えて藤原君は「この結果は、仕事後
に稽古を付けてくれた連盟の方々、励ましてく
れる皆さん、物心両面で支えてくれる母や祖父
母のお陰です。感謝を忘れず練習を重ねて、全
国大会ではひとつでも多く勝って、皆に恩返し
したい」と決意した。
　なお、全国大会は 12 月６日、両国国技館で行
われる。

　

第
５
回
「
日
本
で
最
も
美
し

い
村
」
連
合
定
期
総
会
が
10
月

６
日
、
７
日
の
２
日
間
、
山
形

県
大
蔵
村
で
あ
り
、
本
町
も
同

連
合
に
加
盟
す
る
た
め
加
藤
啓

雄
町
長
が
出
席
し
た
。

　

同
連
合
は
、
素
晴
ら
し
い
地

域
資
源
を
持
ち
な
が
ら
過
疎
に

あ
る
美
し
い
町
や
村
が
、「
日
本

で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
を
宣

言
す
る
こ
と
で
自
ら
の
地
域
に

誇
り
を
持
ち
、
将
来
に
わ
た
っ

て
美
し
い
地
域
づ
く
り
を
行
う

こ
と
、
住
民
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
で
地

域
の
活
性
化
を
図
り
、
地
域
の

自
立
を
推
進
す
る
こ
と
、
ま
た
、

生
活
の
営
み
に
よ
り
作
ら
れ
て

き
た
景
観
や
環
境
を
守
り
、
こ

れ
ら
を
活
用
す
る
こ
と
で
観
光

的
付
加
価
値
を
高
め
、
地
域
の

資
源
の
保
護
と
地
域
経
済
の
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。

　

同
連
合
に
は
18
町
村
が
既
に

加
盟
し
て
お
り
、
本
町
も
事
前

の
審
査
を
無
事
に
通
過
し
、
今

回
の
定
期
総
会
で
正
式
に
新
規

加
入
が
承
認
さ
れ
た
。

　

加
藤
町
長
は
「
先
人
達
が
苦

労
を
重
ね
、
長
い
年
月
を
か
け

て
つ
く
り
あ
げ
た
美
し
い
シ
マ

を
守
り
な
が
ら
、
安
心･

安
全

の
食
材
で
あ
る
島
ゴ
マ
や
島
ソ

ラ
マ
メ
、
花
良
治
ミ
カ
ン
に
代

表
さ
れ
る
全
国
的
に
も
貴
重
な

在
来
の
カ
ン
キ
ツ
類
、
ま
た
、

城
久
遺
跡
群
や
ダ
イ
ト
ウ
ウ
グ

イ
ス
な
ど
豊
か
な
文
化
と
自
然

に
あ
ふ
れ
る
『
蝶
の
飛
び
交
う

隆
起
珊
瑚
礁
の
島
』
を
し
っ
か

り
と
未
来
に
残
し
、
活
用
し
て

地
域
づ
く
り
に
一
層
努
め
て
参

り
ま
す
」
と
話
し
た
。

ら
も
島
を
盛
り
上
げ
て
い
く
た
め
に
、

さ
ら
に
頑
張
り
た
い
」
と
目
を
輝
か

せ
た
。

藤原龍太郎君（早小６年）
両国国技館へ、九州予選３位

喜界町「日本で最も美しい村」連合に加入 !!

『
守
ろ
う
よ

　

未
来
を
見
つ
め
る

小
さ
な
ひ
と
み
』

児 童 虐 待 防 止 月 間
11 月は児童虐待防止月間です。「おかしい」
と感じたり、児童虐待を発見したときは、

・児童相談所（☎ 53 − 6070）
・福祉事務所（☎ 65 − 0114）
・役場保健福祉課（☎ 65 − 1111 内線 37）
に相談（通告）してください。

（通告は義務＝権利）
あなたも、児童虐待防止ネットワーク
の一員です。
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喜界島 小野津

上
う え そ の だ

園田 徳
とくいち

市
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 「サンフランシスコの夜と昼と裏と表」
（前編：ホームレスの生き様）

「あっー、汚い、こんなトイレは使えない」
　トイレのドアを開けて、入った途端に、逃げ出し
たくなった。でもお尻のピクピクは止まってくれな
い。トイレの床じゅうにトイレットペーパーが撒き
散らされている。覚悟を決めて、つま先で歩くよう
な感じでトイレットペーパーのすき間を縫った。便
所のドアを開けてみたところ、スーッと私のお尻の
ピクピクも止まりかけた。どの大便器の蓋もクモの
巣を張り巡らしたように、鋭い刃物の先か何かで落
書きがされている。便器にはトイレットペーパーが
浮いたまま流されてもいない。隣も同じだ。私はピ
クピク動いているお尻にさらにピクッとひと力を入
れて、大物は辛抱して諦めることにした。小物だけ
にした。不思議なもので小物も遠慮して思い切り出
ない。人間の身体の中から出る臭いものも場所を選
ぶようである。手を洗おうとしたが、二つの洗面器
の前の大きな鏡は、両方とも割られて跡形もない。
鏡のない便所や。ここはサンフランシスコのグレイ
ハンドバスターミナル待合室の、午後６時過ぎの便
所である。

　待合室の椅子に座る。予約してあるのは翌朝6時
半のバスだが、夜7時を過ぎたら冷え込んできた。
長い夜になりそうだ。隣のTシャツ一枚だけのフィリ
ピーノの若者が両腕を交差にして、自分の腕をこす
り出した。私まで寒さが移って来るようだ。かわい
そうなくらい忙しそうに擦っている。この待合室に
はヒーターがない。世界中の観光客が押し寄せる有
名なサンフランシスコのグレイハンドバスターミナ
ル。ヒーターのない寒い待合室。鏡のない、汚く荒
れ果てたトイレ。用を足したくない便所。信じられ
まへん。この原因はいったい何か、犯人はいったい
誰か。

　夜も更けて冷え込みがいっそう厳しくなると、便
所への行き来が多くなった。ホームレスのようであ
る。次から次へとやってくる。彼らはグレイハンド
バス待合室の周辺を歩き回って寒さをしのぎ、昼に
寝る。ホームレス生活の知恵である。隣のフィリピ

ーノの若者もとうとう、彼らのように待合室
を出て廊下を行ったり来たり、歩き出した。
寒さにじっとしておれないようだ。その時、
とうとう私は脱いだ。「これをあげるよ」と
私はジャケットの中の冬物の長袖シャツを着
せてあげた。私はジャケットの下は薄いラン
ニングシャツだけになった。これも人助けと
思ってのこと。喜界島の美代ねえなら、「フ
ィーサミー、キムチャギサヤー」と言って、
こうするだろうと思った。隣同士座ったのも
何かの縁。「自分の温もりをあげる」という
名文句が浮かんできた。この名文句が若いお
なごはんへだったら、どんなにかうれしい旅
の思い出になったのに。これは私の日頃の行
いが悪かったからと思う。途端に彼の震えが
止まったようで満足でしたが、私は寒くなり

だした。これだけでも、忘れられない触れ合いの旅
になりそうです。

　朝の４時になった。同じ顔ぶれのホームレスが、
相変わらず待合室の椅子でバスを待つお客さんに、
「1ドル貸してくれ」の1ドル請いをしつこく続けて
いる。1ドルを貰えなかったらトイレへ行き、「今日
の客はけちが多いなあ」と腹を立て、便器に落書き
をし、床にトイレットペーパーを撒き散らし、洗面
所の鏡を割るのであろう。鏡まで割るのはひどすぎ
るが、みすぼらしい自分達の顔姿を鏡で見るのは嫌
なのだろう。鏡はホームレスには憎き敵のようだ。
サンフランシスコの夜のグレイハウンドバス待合室
は、ホームレスには格好の稼ぎ場であり、便所は憂
さ晴らしの場のようである。

　私はトイレを汚す犯人、鏡を割る犯人も分かっ
た。ヒーターがない理由も分かった。ホームレスは
強い!!　ホームレスの生きる見事な知恵、それを堂々
と、飽きずに実行して、したたかに生きるホームレ
ス。サンフランシスコ・グレイハンドバス待合の夜
はホームレスに圧倒された12時間だった。ホームレ
スとの強烈な触れ合いの場所だった。そして、それ
が「アメリカ人が一番行きたいアメリカの街」サン
フランシスコの夜の裏側だった。世界中からいろん
な人が訪れる。いろんな変わったことが起きるのも
当然のようである。

　朝の６時30分発のバスは予定通り発車。暖かい車
内、柔らかいシートに身を沈めて、「人間観察も楽
じゃない」と思いつつ、徹夜明けでうつらうつらし
ながら、バスの窓からサンフランシスコを眺めた。
そこは昼の表側のサンフランシスコの街並みだっ
た。

（原文は３倍以上のボリュームであり、個性的なホ
ームレス達の日常が生々しく描かれていますが、誌
面の都合上、編集して掲載しています）

アメリカ便り

「広報きかい」版 
フリムン徳さんの

Ｖｏｌ . ８

★★★★★★★★
★★★★★★★★
★★★★★★★★
★★★★★★★★
★★★★★★★★

�
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海外からも集まったドーソーたち
「とも遠方より来る、またうれしからずや」

話
題

シ
マ
のユラティドゥ ホーラサ ! ! 

（会えてこそ うれしい） 

爆笑を誘った二中校区の出し物

　

昭
和
24
年
４
月
か
ら
同
25
年
３
月

に
生
ま
れ
た
町
内
３
中
学
校
の
卒
業

生
２
４
２
人
（
島
外
か
ら
１
４
３
人
）

が
一
同
に
会
し
て
、「
還
暦
記
念
ふ
る

さ
と
大
会
」
を
10
月
10
日
、
自
然
休

養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
た
。

　

会
で
は
最
初
に
、「
亡
師
亡
友
」
の

冥
福
を
祈
り
、
次
に
同
大
会
の
世
話

人
代
表
を
務
め
た
南
島
健
之
さ
ん

（
湾
）
が
「
望
郷
の
思
い
を
時
の
流
れ

に
埋
も
れ
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
皆
で

旧
交
を
温
め
る
事
が
で
き
感
激
。
こ

こ
は
恩
師
や
道
半
ば
に
逝
っ
た
同
級

生
と
の
『
魂
の
再
会
の
場
』
で
も
あ

り
ま
す
。
同
じ
島
、
同
じ
学
舎
で
、

同
じ
時
を
過
ご
し
た
時
代
に
帰
り
、

飲
ん
で
、
騒
い
で
、
歌
っ
て
、
語
り

尽
く
そ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

他
に
各
中
学
校
代
表
の
あ
い
さ
つ

（
一
中
：
向
井
奉
文
さ
ん
、
二
中
：
岡

島
伊
津
枝
さ
ん
、
早
中
：
外
内
真
一

“ 明日を見つめて 44 年・新たな旅立ちの日に ”
昭和 24 年生 242 人が盛大に還暦ユーエー

互いに白髪となった “ 中学生 ” が旧交を温める

老
若
男
女
の
親
睦
を
深
め
る　

第
32
回
浦
原
集
落
大
運
動
会

　浦原集落（田畑武八区長）は９月 21 日、第 32 回浦原
集落大運動会を集落グラウンドにおいて盛大に挙行した。
　この運動会は、集落を縦断する県道浦原空港線を境に東
西に分け、出身者を含む集落民総出で行う伝統の一戦。
　東軍、西軍の選手団は朝の９時 30 分にグラウンドに入
場。国重誠二さんが高らかに開会を宣言し、熱戦の火ぶた
が切って落とされた。
　両軍は、かけっこや玉入れ、ソテツはさみ競走などで熱
戦を演じ、90 対 77 で西軍に勝利のがい歌が上がった。
　「こじんまりと、にぎやかに」（田畑区長）挙行された大
運動会は、昼前には勝田治夫老人クラブ会長による閉会あ
いさつで幕を閉じた。

そ
の
２

さ
ん
）、
原
田
千
津
江
さ
ん
の
祝
舞
、

田
中
俊
造
さ
ん
の
祝
唄
な
ど
も
あ
っ

た
。

　

次
に
、
源
久
忠
仁
さ
ん
（
城
久
）

に
よ
る
乾
杯
で
余
興
の
部
が
始
ま
り
、

参
加
者
は
「
ダ
ー
、
タ
ル
ア
タ
ル
ヨ
。

ミ
シ
ッ
カ
ラ
ン
ソ
ー
、
マ
ー
リ
マ
ー

リ
」（
平
均
さ
ん
（
赤
連
））
な
ど
と

酒
を
酌
み
交
わ
し
て
談
笑
し
な
が
ら
、

各
学
校
や
現
居
住
地
ご
と
の
趣
向
を

凝
ら
し
た
出
し
物
に
興
じ
て
い
た
。

最
後
は
全
員
参
加
の
六
調
で
、
盛
会

の
う
ち
に
大
会
を
終
え
た
。

　

参
加
者
の
ひ
と
り
、
野
村
た
つ
え

さ
ん
（
小
野
津
）
は
「
昨
年
９
月
に

大
病
を
し
た
が
、
今
日
の
た
め
に
リ

ハ
ビ
リ
を
頑
張
っ
た
。
旧
友
の
顔
を

見
て
44
年
の
空
白
が
一
気
に
埋
ま
り
、

こ
れ
か
ら
の
人
生
の
糧
と
な
っ
た
」

と
話
し
た
。

　

な
お
、
参
加
者
に
は
記
念
品
と
し

て
タ
カ
ラ
ガ
イ
（
シ
ル
ス
ビ
ー
）
の

携
帯
電
話
ス
ト
ラ
ッ
プ
が
プ
レ
ゼ
ン

ト
さ
れ
た
。

抜けるような秋空の下で大運動会

飛行機内に持ち込める手荷物の
大きさが変わります！!

２００９年１２月１日より

■機内に持ち込める手荷物のサイズが統一されます。

■保安検査場で手荷物の大きさを確認します。

※ 手荷物検査機にサイズ確認のゲージを装着しますので、　

規程を超えた手荷物は保安検査ができなくなります。

※規程を超える手荷物はカウンターにお預けください。

持ち込める手荷物のサイズ
航空機の
座席数

３辺の長さの
合計

各辺の最大の
長さ

100 席未満 
（サーブ機） 100 ｃｍ以内 45 × 35 × 20 ｃｍ以内

100 席以上 115 ｃｍ以内 55 × 40 × 25 ｃｍ以内
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平
成
15
年
か
ら
隔

年
実
施
と
な
り
、
今

年
で
15
回
目
を
数
え
る
標
記
大
会
を

開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
大
会
で
は
、
日
常
の
実
践
や

学
習
を
発
表
し
て
相
互
の
研
修
を
深

め
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
喜
界
町
の

生
涯
学
習
の
在
り
方
を
展
望
し
、「
健

康
で
心
安
ら
ぐ
癒
し
の
ま
ち
づ
く
り
」

に
役
立
て
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

※ 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
本
町
の

児
童
生
徒
や
文
化
協
会
加
盟
団
体

に
よ
る
舞
台
発
表
で
、
大
会
に
華

を
添
え
ま
す
。

　

ま
た
、
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
各

学
校
に
お
け
る
地
域
が
育
む
「
か
ご

し
ま
の
教
育
」
県
民
週
間
期
間
中
の

取
組
や
皆
既
日
食
観
測
会
の
模
様
を

紹
介
し
ま
す
。

目　

的

　

本
町
の
文
化
の
基
本
的
な
領
域
で

あ
る
島
ゆ
み
た
、
島
唄
の
貴
重
な
文

化
を
伝
承
し
、
文
化
意
識
を
高
め
る

と
と
も
に
地
域
活
性
化
に
資
す
る
。

※ 

舞
台
発
表
で
は
、
本
町
の
子
ど
も

た
ち
も
出
演
い
た
し
ま
す
。

　

以
上
、
11
月
・
12
月
に
開
催
予
定

の
イ
ベ
ン
ト
を
掲
載
し
ま
し
た
。
詳

し
く
は
、
チ
ラ
シ
を
全
戸
に
配
布
い

た
し
ま
す
の
で
、
町
民
多
数
の
御
来

場
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

す
べ
て
の
人
々
が
幸
せ
に
生
き
る

た
め
に
は
、
様
々
な
人
権
問
題
を
正

し
く
理
解
し
、
そ
の
解
決
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
諸
人
権
問
題
を
通
し

て
、
自
分
自
身
や
家
族
、
ま
わ
り
の

人
の
人
権
に
つ
い
て
も
認
識
を
深
め
、

あ
ら
ゆ
る
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る

社
会
を
目
指
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
「
世
界
人
権
宣
言
」
が
昭
和
23
年

12
月
10
日
の
国
連
総
会
に
お
い
て
採

択
さ
れ
、
わ
が
国
で
は
12
月
４
日
〜

10
日
ま
で
の
１
週
間
を
「
人
権
週
間
」

と
定
め
て
い
ま
す
。
住
み
よ
い
喜
界

島
に
す
る
た
め
も
一
人
一
人
の
人
権

が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
実
現
し
ま

し
ょ
う
。

○
重
点
目
標

　

み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世
紀

 

〜
考
え
よ
う　

相
手
の
気
持
ち

　
　

 

育
て
よ
う　

思
い
や
り
の
心
〜

○
強
調
事
項

 

・
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

 

・
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

 

・ 

高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育

て
よ
う

 

・ 

障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と

平
等
を
実
現
し
よ
う

 

・ 

部
落
差
別
を
な
く
そ
う

 

・ 

ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解

を
深
め
よ
う

 

・
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

 

・ 

Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病

患
者
等
に
対
す
る
偏
見
を
な
く

そ
う

 

・ 

刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対

す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

 

・ 

犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人

権
に
配
慮
し
よ
う

 

・ 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た

人
権
侵
害
を
止
め
よ
う

 

・ 

ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を

な
く
そ
う

 

・ 

性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別

を
な
く
そ
う

 

・ 

性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る

差
別
を
な
く
そ
う

 

・ 

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ

う

 

・
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

　

近
年
、
都
市
化
、
核
家
族
化
及
び

地
域
に
お
け
る
地
縁
的
な
つ
な
が
り

の
希
薄
化
等
に
よ
り
、
家
庭
の
教
育

力
の
低
下
が
指
摘
さ
れ
る
な
ど
、
社

会
全
体
で
家
庭
教
育
支
援
の
必
要
性

が
高
ま
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
こ
の

こ
と
か
ら
、
本
町
で
は
「
訪
問
型
家

庭
教
育
相
談
体
制
充
実
事
業
〈
国
の

委
託
事
業
〉」
を
導
入
し
、
地
域
の
子

育
て
経
験
者
等
で
構
成
さ
れ
る
「
家

庭
教
育
支
援
チ
ー
ム
」
を
設
置
し
、

家
庭
や
企
業
・
学
校
へ
の
訪
問
に
よ

る
情
報
や
学
習
機
会
の
提
供
、
相
談

体
制
の
充
実
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

相
談
内
容
に
つ
い
て
は
、
秘
密
を

厳
守
い
た
し
ま
す
。
安
心
し
て
御
相

談
く
だ
さ
い
。

〈
支
援
チ
ー
ム
〉

 

・
重
野 

泰
介
、
羽
佐 

田
紀
子

  

中
村 

勝
子
、
豊 

晋
治

  

永 

房
枝
（
１
班
）

 

・
上
原 

慶
三
郎
、
岩 

田
進

  

米
盛 

照
代
、
岡
村 

ひ
と
み

  

原
口 

律
子
（
２
班
）

 

・
武
田 

洋
子
、
乾 

と
も
子

  

福
島 

正
子
、
重
富 

清
一
郎

  

野
間 

昭
夫
（
３
班
）

 

・
宜
名 

真
孝
子
、
平 

久
美
子

  

武
田 

満
雄
、
元
山 

嘉
一

  

東
郷
美
里
（
４
班
）

来
る
11
月
29
日

は
第
15
回
喜
界

町
生
涯
学
習
推

進
大
会
!

「
か
ご
し
ま
地
域
文
化
創
造

事
業
」
を
開
催
し
ま
す
!

12
月
４
日
〜
10
日
は
「
人
権

週
間
」

子
育
て
に
関
す
る
様
々
な
支

援
を
行
い
ま
す
!

日時　平成21年11月29日（日）午前９時から
場所　喜界町騒動体育館他
内容　○オープニング
	 ○開会行事
	 ○分科会（６分科会）
	 〈昼　食〉

○講演会
	　京都大学大学院人間・環境学研究科
　森谷　敏夫　教授
○アトラクション１
○全体会（分科会報告）
○アトラクション２
○閉会行事

日時　平成21年12月６日（日）午後１時半から
場所　中央公民館旧館ホール
内容　○開会行事
	 ○基調講演
	 　鹿児島大学法文学部
	 　木部　暢子　教授
	 ○パネルディスカッション
	 ○舞台発表（八月踊りや島唄等）

  第 15 回喜界町生涯学習推進大会

かごしま地域文化創造事業



11　Kikai Public Relations 2009.11

浦津　茜ちゃん

鳥越　れえかちゃん

喜禎　笙くん 住岡　麗未菜ちゃん 吉行　雅弥くん

市來崎　靖幸くん 本中　結羽ちゃん 榮　邑治くん

す こ や か n e w s
介
護
予
防
で
い
き
い
き
！

・ 

足
腰
の
痛
み
な
ど
で
立
ち
座

り
や
歩
行
が
つ
ら
く
な
っ
た
。

・ 

つ
ま
ず
い
た
り
転
倒
し
た
り

す
る
こ
と
が
あ
る
。

・ 

硬
い
物
が
食
べ
難
く
な
っ
た
。

む
せ
や
す
く
な
っ
た
。

な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

介
護
が
必
要
に
な
る
原
因

は
、
生
活
習
慣
病
の
他
、
老
化

等
で
の
活
動
性
の
低
下
に
よ
る

悪
循
環
も
あ
り
ま
す
。
早
期
に

気
づ
き
、
積
極
的
に
心
身
を
使

う
こ
と
で
遅
ら
せ
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

　

喜
界
町
で
は
、
厚
生
連
・
医

師
会
健
診
で
65
歳
以
上
の
方
を

対
象
に
介
護
予
防
の
必
要
性
の

高
い
方
を
判
定
（
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
や
診
察
等
）
し
て
い
ま
す
。

該
当
の
方
に
は
、「
介
護
予
防
教

室
」
へ
の
参
加
を
勧
め
て
い
ま

す
。
そ
の
他
、
生
き
生
き
サ
ロ

ン
や
、
月
1
回
、
町
体
育
館
や

集
落
で
の
運
動
教
室
も
開
催
し

て
い
ま
す（
放
送
で
お
知
ら
せ
）。

最
近
、
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
近

所
の
方
も
誘
っ
て
、
み
ん
な
で

支
え
合
い
、
い
き
い
き
し
た
暮

ら
し
を
長
く
続
け
た
い
で
す
ね
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

に
つ
い
て

①
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

10
月
中
旬
か
ら
喜
界
町
で
も
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
始
ま
り
ま
し
た
。（
ま

ず
は
医
療
従
事
者
か
ら
）
ワ
ク
チ
ン

の
量
が
限
ら
れ
て
い
る
た
め
、
優
先

順
位
を
決
め
て
接
種
し
て
い
き
ま
す
。

優
先
順
位
別
の
接
種
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

や
接
種
料
の
助
成
等
は
、地
域
に
よ
っ

て
違
い
ま
す
。
詳
し
く
は
別
途
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

②
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

　

65
歳
以
上
の
方
と
60
〜
65
歳
で
一

定
の
障
害
の
あ
る
方
に
は
、
10
月
9

日
に
区
長
さ
ん
便
で
予
診
票
を
発
送

し
ま
し
た
。
予
診
票
が
無
い
と
い
う

方
は
、
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
に
ご
連

絡
下
さ
い
。
そ
れ
以
外
の
方
で
接
種

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
直
接
病
院
で

ご
相
談
下
さ
い
。す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

（
☎
65
︲
３
５
２
２
）

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
は
、
感
染
予
防
よ
り
重
症
化
防

止
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
接
種
後

も
手
洗
い
等
感
染
予
防
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
最
近
症
状
が
な
い
の
に
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
検
査
を
希
望
し

て
受
診
す
る
事
例
が
あ
る
そ
う
で
す
。

医
療
機
関
の
混
乱
を
避
け
る
た
め
、

ま
た
自
身
の
感
染
予
防
の
意
味
で
も
、

こ
の
よ
う
な
不
必
要
な
受
診
は
避
け

て
下
さ
い
。

11
月
14
日
は
、

「
世
界
糖
尿
病
デ
ー
」

　

糖
尿
病
は
自
覚
症
状
が
少
な
い
た

め
、
疑
い
が
あ
り
な
が
ら
も
、
そ
の

ま
ま
に
し
て
治
療
を
受
け
な
い
ケ
ー

ス
が
多
く
あ
る
よ
う
で
す
。
糖
尿
病

の
予
防
・
治
療
・
療
養
に
取
り
組
む

重
要
性
に
つ
い
て
し
っ
か
り
考
え
、

必
要
な
方
は
き
ち
ん
と
向
き
合
い
、

適
切
に
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

　

Ｈ
18
年
の
国
民
健
康
・
栄
養
調
査

に
よ
る
と
、
40
歳
以
上
の
３
人
に
１

人
が
、
糖
尿
病
ま
た
は
糖
尿
病
予
備

軍
だ
そ
う
で
す
。

　

世
界
で
は
年
間
３
８
０
万
人
以
上

が
、
糖
尿
病
の
引
き
起
こ
す
合
併
症

な
ど
が
原
因
で
死
亡
し
て
お
り
、
こ

れ
は
世
界
の
ど
こ
か
で
10
秒
に
１
人

が
糖
尿
病
関
連
の
病
で
命
を
奪
わ
れ

て
い
る
計
算
に
な
る
そ
う
で
す
。



暮
ら
し
の
イ
ン
フ
ォ
メ
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シ
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ン
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被 害 相 談 窓 口 の ご 案 内

　ひとりでお悩みではありませんか。困っていること、不安なこと、手助けの必要なことなど、あなたの心の扉を
開いて、何でもお気軽にご相談ください。被害者の方はもちろん、ご家族やご友人からのご相談も受け付けています。
　また、警察だけでは対応できないことについては、専門の機関をご紹介いたしますので、どこに相談したらよい
かわからない場合にも、警察の相談窓口をご利用ください。
　秘密は守ります。私たちは、あなたとご家族が安心して暮らせるように支援致します。

『11 月 25 日（水）〜 12 月１日（火）は「犯罪被害者週間」です』

 【警察の相談窓口】
◎奄美警察署（警察安全相談係）

　☎０９９７−５３−０１１０（内線２２４）
◎警察総合相談電話

　☎０９９−２５４−９１１０　＃９１１０（プッシュホン）
◎性犯罪被害１１０番

　☎０９９−２０６−７
な や む な

８６７

◎企業対象暴力相談電話
　☎０９９−２５５−０１１０

◎ヤングテレホン
　☎０９９−２

ふ こ う に

５２−７
な や む な

８６７
◎生活経済相談電話

　☎０９９−２５８−７９４０

 【警察以外の相談窓口】
◎社団法人かごしま犯罪被害者支援センター

　☎０９９−２２６−８
や さ し い

３４１
◎鹿児島県犯罪被害者等支援総合窓口（県生活文化課）

　☎０９９−２８６−２５２３
◎鹿児島県暴力追放運動推進センター

　☎０９９−２２４−８６０１
　ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ　０１２０−４９１５８１

◎鹿児島県交通安全活動推進センター
　☎０９９−２６９−４４９３

幼
稚
園
新
入
園
児
募
集
に

つ
い
て

☆
対
象
児

　
　

平
成
16
年
４
月
２
日
生
か
ら

　
　

平
成
18
年
４
月
１
日
生
ま
で

☆
受
付
日

○
湾
幼
稚
園

　
　

平
成
21
年
12
月
９
日
（
水
）

　
　

平
成
21
年
12
月
10
日
（
木
）

　
　

平
成
21
年
12
月
11
日
（
金
）

　
　

（
３
日
間
）

○
湾
幼
稚
園
以
外
の
幼
稚
園

　
　

平
成
21
年
12
年
９
日
（
水
）

　
　

（
※
一
日
の
み
）

☆
受
付
時
間

　
　

全
幼
稚
園　

　
　

14
時
30
分
〜
16
時
30
分

※ 

現
在
、
幼
稚
園
に
通
園
さ
れ
て

い
る
お
子
様
に
つ
い
て
は
、
受

付
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

詳
し
く
は
、
各
幼
稚
園
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

各幼稚園への問合先
　　湾　　☎ 65- ３００６
　荒　木　☎ 65- ３０３７
　上嘉鉄　☎ 65- ２８４７
　滝　川　☎ 65- ２２７２
　早　町　☎ 66- １２３６
　志戸桶　☎ 66- １２７４
　小野津　☎ 66- ０５２１
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アリモドキ情報！！
アリモドキゾウムシの根絶に向けた

喜界島での取組状況

　アリモドキゾウムシの根絶に向け、平成６～ 12 年度にかけて喜界町上嘉鉄集落に
おいて根絶実証を行いました。
　そこで得られた成果を受けて、平成 13 年度から島全体の根絶を目指した防除を実
施しています。
　現在、喜界島を上嘉鉄地区、第１防除地区（南部）、第２防除地区（中西部）、第３
防除地区（中東部）、未防除地区（北部）に分割し、１ブロックずつ密度抑圧防除（テッ
クス板散布）を行った後、不妊虫放飼を実施し、根絶に近い状態に達したら、次のブロッ
クに移るという防除を繰り返して喜界島全体の根絶を目指しています。

テックス板

２〜 11 月の活動時期に散
布し、雌のフェロモンでお
びき寄せ防除します

防 除 地 区 対 象 集 落

上嘉鉄地区 上嘉鉄西、上嘉鉄中、上嘉鉄東

第１防除地区 荒木、手久津久、先山、浦原、山田、羽里、川嶺

第２防除地区 赤連、湾、中里、花良治、伊砂、坂嶺、中熊、先内、中間、池治、西目、大朝戸、島中、滝川、城久

第３防除地区 塩道、早町、白水、嘉鈍、阿伝、蒲生

問い合わせ先：喜界地区アリモドキゾウムシ防除対策協議会　喜界町産業振興課：☎65-1111
	 大島支庁農政普及課特殊病害虫係：☎0997-52-0299



泊浜での秋祭り（昭和 20 年代頃）
浜から道路を隔ててすぐに石垣が見える

「七十七曲がり」百之台側より

1�

シ
マ
立
て
（
集
落
の
成
り
立
ち
）
に
つ
い
て

言
い
伝
え
な
ど
に
つ
い
て

ク
ル
ド
ゥ
マ
イ
（
黒
泊
）

　

ク
ッ
デ
ー
ド
マ
イ
と
も
い
う
。
こ
の
周
辺

に
は
巨
岩
や
奇
岩
が
多
数
転
が
っ
て
い
る
。

そ
の
昔
、
こ
の
泊
に
海
賊
船
が
来
て
は
略
奪

を
繰
り
返
し
て
い
た
。
あ
る
時
、
逃
げ
ま
ど

う
住
民
を
よ
そ
に
、
ノ
ロ
た
ち
は
丘
上
の
岩

に
端
座
し
て
「
ク
ン
デ
ー
、
ヌ
ン
デ
ー
」
と

呪
文
を
唱
え
続
け
た
。
す
る
と
、
百
之
台
の

断
崖
が
轟
音
と
と
も
に
崩
れ
落
ち
、
岩
石
は

海
ま
で
至
り
海
賊
船
は
逃
げ
る
暇
も
な
く
沈

没
し
て
果
て
た
と
い
う
。

　

そ
れ
以
来
、
住
民
は
平
和
に
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
た
と
か
。（
三
井
喜
禎
著
「
喜
界
島
今

ト
ゥ
マ
イ
ン
ハ
マ
（
泊
浜
）

　

ま
ぶ
し
い
ほ
ど
の
白
砂
が
豊
富
に

あ
り
、
以
前
は
シ
マ
遊
び
な
ど
年
中

行
事
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　

し
か
し
日
本
復
帰
後
、
そ
の
砂
浜

も
「
内
地
に
追
い
つ
け
」
の
合
言
葉

の
も
と
、
土
木
建
築
資
材
と
し
て
採

取
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
失
わ
れ
た
。
整

備
さ
れ
、
便
利
に
な
っ
た
島
の
施
設

や
道
路
に
は
、
今
も
阿
伝
の
砂
が
息

づ
い
て
い
る
。

ナ
ー
マ
ノ
ー

　
「
ふ
れ
あ
い
公
園
」
の
東
に
あ
る
広

い
泊
で
、
周
囲
は
サ
ン
ゴ
に
囲
ま
れ
、

泊
内
は
平
坦
な
砂
地
で
あ
り
、
満
潮

時
に
は
恰
好
の
海
水
浴
場
で
あ
っ
た
。

現
在
は
子
ど
も
た
ち
が
遊
ん
だ
海
水

浴
場
の
面
影
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

シ
ー
シ
ハ
マ
（
据
石
浜
）

　

末
吉
神
社
下
に
広
が
る
浜
で
あ
っ

た
。
南
東
か
ら
ぶ
つ
か
る
海
風
の
吹

き
だ
ま
り
で
、
細
か
い
白
砂
が
平
坦

に
広
が
り
、
天
然
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

よ
う
で
あ
っ
た
。
町
の
運
動
会
前
は
、

阿
伝
選
手
た
ち
の
特
訓
の
場
で
あ
っ

た
が
、
や
は
り
現
在
は
当
時
の
面
影

が
な
い
。

　

阿
伝
と
嘉
鈍
の
祖
は
元
々
、
末
吉
神
社

そ
ば
に
あ
っ
た
マ
チ
ナ
ー
（
町
中
）
と
い

う
集
落
に
住
ん
で
い
た
が
、
や
が
て
現
在

の
阿
伝
と
嘉
鈍
に
別
れ
た
と
い
う
説
が
あ

る
。
し
か
し
、
民
俗
学
の
権
威
、
竹
内
譲

は
こ
の
説
を
否
定
し
て
い
る
。
理
由
は
、

15
世
紀
後
半
の
琉
球
に
よ
る
喜
界
島
討
伐

の
記
録
に
ア
デ
ィ
ン
と
ハ
ド
ゥ
ン
の
名
は

残
っ
て
お
り
、
マ
チ
ナ
ー
が
途
絶
え
た
時

期
は
19
世
紀
頃
で
あ
る
か
ら
、
時
系
列
的

な
整
合
性
が
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
竹

内
は
マ
チ
ナ
ー
に
つ
い
て
「
初
め
か
ら
小

さ
な
集
落
で
あ
り
、
集
落
が
縮
小
す
る
過

程
で
、
隣
接
す
る
両
集
落
に
吸
収
さ
れ
た

の
で
は
な
い
か
」
と
推
理
し
て
い
る
。

　

阿
伝
に
は
精
農
家
が
多
い
こ
と
で
も
知

ら
れ
、
竹
内
は
そ
の
理
由
を
「
集
落
規
模

に
対
し
て
農
地
が
少
な
く
、
12
ケ
所
あ
る

泉
も
湧
水
量
が
少
な
い
。
そ
の
限
ら
れ
た

財
産
を
有
効
に
活
か
す
た
め
、
農
業
技
術

を
研
究
す
る
精
神
が
養
わ
れ
た
」
と
分
析

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
農
業
技
術
向
上
と
同
時
に
、
農

地
の
拡
大
を
目
指
し
て
嘉
鈍
や
早
町
へ
と

買
い
進
ん
だ
。
逆
に
、
他
集
落
へ
は
農
地

を
売
ら
な
い
旨
の
不
文
律
も
あ
っ
た
と
い

う
。
さ
ら
に
は
、
背
後
の
急
斜
面
に
「
阿

伝
ビ
ラ
」
と
呼
ば
れ
た
坂
道
を
数
本
つ
く

り
、
百
之
台
に
も
農
地
を
求
め
た
。
そ
の

ひ
と
つ
は
今
も
「
七
十
七
曲
が
り
」
と
し

て
残
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
石
垣
が
最
も
よ
い
保
存
状
態
で

残
さ
れ
て
い
る
の
が
阿
伝
で
あ
る
。
砂
浜

に
恵
ま
れ
た
反
面
、
土
地
の
少
な
さ
か
ら

浜
辺
間
際
ま
で
宅
地
と
し
て
い
た
た
め
、

よ
り
高
く
、
強
固
な
石
垣
が
必
要
と
さ
れ

た
こ
と
も
理
由
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

昔
物
語
」
よ
り
）

　

本
来
は
「
崩
れ
泊
」
の
字
を
当
て

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

ご
存
知
の
各
集
落
の
入
り
江
や

潮
だ
ま
り
に
関
す
る
言
い
伝
え
や

行
事
な
ど
が
あ
れ
ば
、
企
画
課
・

植
村
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

☎
65
─
１
１
１
１
（
内
線
23
）

連 

載        

第   

６  

回

～
阿
伝
編
～

泊（トゥマイ）
阿伝小学校

末吉神社

ク
ル
ド
ゥ
マ
イ

ナ
ー
ニ
バ
ナ（
中
鼻
）

ト
ゥ
マ
イ
ン
ハ
マ

タ
ガ
マ
ー
（
二
穴
）

ス
ベ
ー

フ
ォ
ー
ン
バ
ナ
（
外
鼻
）

ナ
ー
マ
ノ
ー

ヤ
レ
ラ

ナ
ー
シ
バ
ナ
（
長
石
鼻
）

シ
ル
マ
ノ
ー

ナ
ー
サ
チ
（
長
先
）

シ
ー
シ
ハ
マ

ト
ド
ロ
チ
（
轟
）

百之台から見下ろす阿伝集落
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喜界町の推計人口

社
協
だ
よ
り

税
で
創
る
、
あ
か
る
い
未
来

11
月
末
は

国
民
健
康
保
険
税
４
期
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
４
期
分

介
護
保
険
料
４
期
分

の
納
期
限
で
す
。

  

納
期
内
に
必
ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

夕
づ
き
て
ゆ
う
な
花
咲
く
野
の
径
を

歩
め
ば
疼
く
こ
こ
ろ
静
ま
る

嶺
倉　

祝
子

シ
ル
バ
ー
カ
ー
押
す
友
と
歩
く
農
道

に
ト
ラ
ク
タ
ー
行
け
ば
亡
夫
の
面お

も
た頭

 

有
村　

道
子

痛
み
も
つ
足
に
て
歩
む
砂
浜
の
乱
る
る

足
あ
と
さ
ざ
波
が
消
す

 

平
尾　

チ
ヨ

一
歩
づ
つ
遥
か
な
る
道
踏
み
し
め
て

来
た
り
し
吾
の
八
十
五
年

 

美
代　

イ
シ

「
古
代
遺
跡
」「
大
東
う
ぐ
い
す
」「
巨
大

サ
ン
ゴ
」
学
者
が
証
し
誇
る
我
が
喜し

ま
界
島

弥
島　

幸
子

方し
ま
ゆ
み
た
言
の
飛
び
交
う
ホ
ー
ル
四
百
人
余

り
が
集
う
東
京
喜
界
会

 

武
田　

幸
子

う
つ
ろ
い
で
晩
夏
の
風
に
こ
ぼ
れ
落

ち
ほ
ろ
び
の
際
の
棒
蘭
悲
し

 

豊
島　
　

瞳

さ
や
か
な
る
今
宵
の
月
に
身
を
置
き

て
心
の
起
伏
た
ど
り
て
い
た
り

林　
　

蓮
香

氏　
　
　

名

池
田　

ア
キ

前
田　

泰
元

米
田　

良
子

昌
本　

孝
之

年
齢

96
才

89
才

75
才

50
才

住

所

小
野
津

久
津
久

佐
手
久

荒

木

福
岡　

哲
也

米
田　

信
夫

中
　

里

佐

手

久

■
香
典
返
し
（
敬
称
略
）

氏　
　
　

名

坂
元　

優ゆ
づ
き月

幸
得　

琉り
ゅ
う
と俊

富
崎　

裕ゆ
う
と斗

濵
川　

双ふ
た
ば葉

榊　
　

瑛え
い
た太

保
護
者

博

士

寛

俊   

裕

規

健

一

良

太

住

所

赤

連

上
嘉
鉄

小
野
津

中

里
湾

住

所

羽

里
湾湾

霧
島
市

氏　
　
　

名

直　
　

和
喜

小
林　

寿
子

清
水　

亮
児

平　
　

美
穂

（平成 21 年 11 月１日現在）

世 帯 数   ・・・・・ 3,738 戸 （ △ 2 ）

人 口   ・・・・・ 8,148 人 （ △ 5 ）

男   ・・・・・ 3,920 人 （ △ 3 ）

女   ・・・・・ 4,228 人 （ △ 2 ）

（　）は前月比

編

集

後

記

　

本
町
の
平
成
20
年
度
決
算
が
議

会
か
ら
承
認
さ
れ
た
（
本
誌
２
〜

３
ペ
ー
ジ
参
照
）。
他
の
市
町
村
同

様
、
相
変
わ
ら
ず
厳
し
い
財
政
運

営
を
強
い
ら
れ
て
い
る
が
、
相
対

的
に
み
れ
ば
本
町
は
良
い
方
で
あ

る
。
理
由
は
、
公
共
事
業
に
係
る

支
出
が
比
較
的
に
少
な
い
た
め
だ
。

　

し
か
し
、
本
町
の
社
会
基
盤
整

備
は
遅
れ
て
い
る
ど
こ
ろ
か
、
逆

に
進
ん
で
い
る
と
感
じ
る
。
財
政

難
に
苦
し
む
自
治
体
は
手
を
出
し

に
く
い
都
市
下
水
道
整
備
は
、
美

し
い
島
を
残
す
た
め
に
着
々
と
進

み
、
農
道
や
農
地
な
ど
の
産
業
基

盤
は
、
以
前
か
ら
群
島
内
の
島
々

と
比
べ
て
も
整
備
さ
れ
て
い
る
。

＂無
駄
な
＂ハ
コ
モ
ノ
は
造
ら
ず
、

地
下
ダ
ム
に
係
る
国
営
･
県
営
事

業
を
誘
致
し
、
あ
せ
ら
ず
に
条
件

の
よ
い
事
業
ば
か
り
を
選
択
し
て

き
た
＂た
ま
物
＂で
あ
る
。

　

た
だ
、＂有
益
な
＂ハ
コ
モ
ノ
は
、

厳
し
い
財
政
状
況
に
お
い
て
も
欲

し
く
な
る
。
野
球
場
で
あ
る
。
９

月
議
会
に
お
い
て
、
榮
哲
治
議
員

に
よ
り
野
球
場
整
備
に
つ
い
て
質

疑
さ
れ
た
際
に
、
そ
の
有
用
性
は

示
さ
れ
た
の
で
省
略
す
る
。

　

先
月
の
ド
ラ
フ
ト
会
議
で
、
喜

高
出
身
の
美
沢
将
さ
ん
が
埼
玉
西

武
ラ
イ
オ
ン
ズ
か
ら
上
位
指
名
さ

れ
た
。＂野
球
基
盤
＂が
充
実
し
て

い
る
と
は
言
い
難
い
喜
界
島
か
ら
、

２
人
目
の
プ
ロ
野
球
選
手
が
誕
生

す
る
。

　

東
大
や
司
法
試
験
よ
り
も
遙
か

に
狭
い
プ
ロ
野
球
の
門
を
く
ぐ
り

抜
け
、
当
日
の
テ
レ
ビ
取
材
に
感

極
ま
り
な
が
ら
「
島
へ
の
感
謝
」

を
繰
り
返
し
た
若
者
を
、
画
面
越

し
に
ま
ぶ
し
く
見
な
が
ら
、
多
く

の
人
が
想
像
し
た
だ
ろ
う
。

　

〜
遠
く
な
い
将
来
、
春
先
に
＂プ

ロ
野
球
自
主
ト
レ
の
島
＂と
し
て
定

着
し
た
喜
界
島
で
、
同
僚
選
手
や

フ
ァ
ン
、
マ
ス
コ
ミ
を
引
き
連
れ

た
出
身
選
手
が
野
球
場
で
シ
ー
ズ

ン
に
備
え
、
明
日
の
プ
ロ
野
球
選

手
を
夢
見
る
子
ど
も
た
ち
は
「
先

輩
に
続
け
」
と
、
そ
こ
で
泥
に
ま

み
れ
る
〜　
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植
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薄桃色のシロバナインドソケイ

1�

中南米原産でキョウチクトウ科プルメリア属の
常緑中木。属名にちなみ、園芸店などではプ

ルメリアと呼ばれる。素馨とは、中国にいた絶世の
美女の名であり、ジャスミン（茉莉花）の別名でも
ある。この花がジャスミンのような芳香を漂わせる
ためこの名が付いた。
　品種改良により花の色も多彩であるが、写真の赤
みがかった花もシロバナインドソケイである。ベニ
バナインドソケイも存在するが、その花は鮮やかな
紅色で、シロバナインドソケイとは違い落葉中木で

シロバナインドソケイ（白花印度素馨）

コダチアサガオ
（木立朝顔）

ブラジル原産でヒルガオ
科サツマイモ属の常緑

低木。キアサガオ、キダチア
サガオともいう。サツマイモ
属だけあり、花はアサガオそ
のもので、まさしく木に咲く
アサガオである。
　峯島幹雄さん宅（手久津久）
にて。島では見受けられな
かったが、峯島さんが数年前
に奄美大島の知人から挿し木
用に枝をゆずり受けて庭に植
えたところ、簡単に増殖でき
たという。花ことばは不明。
　ヒルガオ科にはアサガオ、
ヒルガオ、ヨルガオなどがあ
り、それぞれの開花時間帯に
よって名付けられた。
　ちなみに、ヨルガオと混同
されるユウガオはウリ科で、
花は同じウリ科のヘチマやカ
ボチャなどに似るが、花びら
の色は黄ではなく白。果実は
加工してカンピョウとなり、
沖縄では冬瓜（トウガ）と同
じように汁物や煮物として調
理する。また、スイカの苗の
台木としても利用され、ヒョ
ウタンは同一亜種である。

スイレン（睡蓮）

スイレン科スイレン属の水生多年草。熱帯
種と温帯種があり、熱帯種の原産地はエ

ジプトで、温帯種の原産地は世界各地の温帯地
域。日本にもヒツジグサ（未草）と呼ばれる在
来の温帯スイセンがある。未の刻（午後２時頃）
に花開くとして名付けられたが、実際には朝か
ら夕方まで咲いている。夜には名のとおり、睡
眠するように花を閉じる。
　ヒツジグサは白い花を咲かせるが、明治期に
はヨーロッパから園芸種が導入され、現在で
は色取りどりの品種改良された温帯スイレンが
“ ヒツジグサ ” として流通している。写真の品
種名は「シリウス」と思われる。二中校内の池
にて。
　花ことばは「心の純潔」。
　ハス（蓮）とは花が似ており、近縁であるが
同じ科ではない。スイレンは水に浮くように花
を咲かせるが、ハスは水面から茎を伸ばして花
を付けるため容易に見分けが付く。
　水生植物も様々で、レンコン（蓮根）として
食されるようにハスは根を張り、スイセンも同
様である（浮葉性水草）。一方、川嶺のため池
などでみられるホテイアオイなどは浮き草であ
り、根はあるが地中に張らない（浮遊性水草）。
俗にいう “ 根無し草 ”。また、水中花を咲かせ
るカワゴケソウなどもある（沈水性水草）。　

ある。
　キョウチクトウ科だ
けに有毒であるが、乳
白 色 の 樹 液 に 触 れ て
も、人によっては肌が
かぶれる程度で大事には至らない。また、樹皮を便秘
薬や利尿薬に用いる地域もある。スリランカでは樹液
を歯痛止めとして利用するという。
　観賞用のみならず、ハワイでの歓迎の意をあらわすレ
イ（花の首飾り）も有名。コサージュや香水にも用いら
れる。また、インドや東南アジアでは、寺院や墓地で日
本の菊のように使われる。滝川小学校校庭にて。
　花ことばは「愛らしさ」「可憐」。


